雑記帳　　　『常在戦場』　　　　　　　　　　高野　獨源
　　　　　　　　　　　　　　　　自二〇〇九（平成二十一）年一月一日
                                至二〇〇九（平成二十一）年十二月三十一日
二〇〇九（平成二十一）年一月一日　木曜日　元日　九二七八
　平成二十一年は、丑年である。

　昨年来家系調べをしているが、先祖の地長岡藩の藩是とも言うべき『常在戦場』を今年の題名としよう。戦場とは物騒に思われるかも知れないが、実際の闘いについて言っているのではない。私は自分との戦いについて、言っているのである。

例年同様、＊＊に行く。参道には参拝客の列が鳥居を超えて出来ていた。

阿部家も四人で来ていた。
　
一月二日　金曜日　九二七九
　例年通り、＊＊に行く。初めて渋滞が無かった。何故だろう。十二時前に到着した。

畑に行ったりもした。

一月三日　土曜日　九二八〇
　今日は、＊＊＊公園で遊んだ後、小石川方面に車で行ってみた。小石川植物園は閉まっていたが、占春園には入ることが出来た。ここは昔から筑波大学付属小学校の生徒が立ち入っていた所である。
　イトーヨーカ堂フードコートでラーメン。

　父が来てくれた序に簡単な誕生日のお祝いをさせてもらった。

　三十分ほど気付かずに見逃したが、『特命係長只野仁シーズン四突入スペシャル』（テレビ朝日）を観た。

一月四日　日曜日　九二八一
  給油して川越に出発。練馬かっぱ寿司で食べた。ここでは前も食べたことがある。

川越では時の鐘の近くに駐車。川越城の富士見櫓、本丸御殿外観、初雁公園などを見学後、喜多院に初詣。本道に戻って第八十五銀行の向かいの店でカレーなどを食べた。ここは車の列を見なければ本当に江戸の町のようだ。建物の壁を使った幻燈などの工夫もあり素晴らしかった。

帰宅後、『天地人』第一回を観た。『名曲探偵アマデウス』はベートーベン第九。
一月五日　月曜日　九二八二
　仕事始め。三人を学童保育と保育園に送る。このような保育園への送りも残るはあと三ヵ月。

年始の挨拶をざっとして仕事。昼は東華。帰宅は十時位。

一月六日  火曜日　九二八三
　このところ毎年やっているが、『二〇〇九年の自分』を設定した。家族の目標は既に昨年中に決めて発表している。

「二〇〇九年の自分。

健康で病気にならない。

的確で革新的な仕事をする。

バイオリンもピアノも美しく弾き作曲もする。

家系調査と文章の分野が進展する。

家族の健康と精神面(学業含む)が増進する。

経済状態が躍進する。」（一月六日記）

「家族の目標

健康第一

お手伝いをする

勉強頑張る

音楽を頑張る

スポーツを頑張る」

昼は弁当を買う。夕方に＊＊歯科。
一月七日  水曜日　九二八四
　誰かが芝居をしている夢を見た。舞台ではなく部屋だったり路上だったりする。そう言えば昨日は池に入りそこに水族館のように魚がいる夢を見た。今年の初夢はオーケストラで弾いたり、仕事している夢で特に新鮮という訳ではなかった。

今日の昼はミーティング後二階にて。

『その時歴史が動いた』は直江兼続。
一月八日  木曜日　九二八五
　昼はフレッシュネス。
　午後九時から『特命係長只野仁』（テレビ朝日）。今シーズン初だが通算して第三十二話。
一月九日　金曜日　九二八六
　冬の海で泳ぐ夢を見た。他にも大勢泳いでいる。腰まで浸かってもそんなに冷たくない。大きな外国種のクワガタか海老を捕まえて虫籠に入れたりする。

冬の夢海で泳ぐ不思議さよ

今日は雨。昼はそじ坊。＊＊フィルは明日あるので今日は無し。

　
一月十日　土曜日　九二八七
　もちつき大会後＊＊フィル弦練習と合奏。定例会。
一月十一日  日曜日　九二八八
　＊＊野球は午前中までで、その後電車で井の頭公園に行った。帰りにパン屋で食べて、それが夕食になってしまった。

直江兼続第二回目。

一月十二日  月曜日　成人の日　九二八九
　＊＊は野球。

午前中、家の掃除をした。夜は、＊＊の机の整理もした。

イトーヨーカ堂に＊＊の迎えを挟んで二回も行った。

ビデオのDVD化を進めた。

一月十三日　火曜日　九二九〇
　昼は珈琲館。夕方歯医者。
一月十四日  水曜日　九二九一
　昼はさんさん。色々なダビングをしたり『高野獨源教教義』をまとめたりした。

一月十五日　木曜日　九二九二
　昼はジローでハンバーグ。『特命係長只野仁』を見た。
一月十六日  金曜日　九二九三
　＊＊フィルの練習には間に合わず九時から弓合わせだけやった。

一月十七日  土曜日　九二九四
　午前中謝恩会の練習で保育園のホールに集まってアンジェラアキの『手紙』を練習した。
午後＊＊の野球の試合を＊＊に見に行った。今日は気持ち良く晴れていた。夕方イトーヨーカ堂に行ってポポラマーマで食べたり＊＊の誕生日プレゼントで新しいスパイクを買ったりした。九時頃寝てしまった。

一月十八日  日曜日　九二九五
　かつしかシンフォニーで＊＊＊＊＊＊。昼は近くのサミットでパンを食べた。和田竜著『のぼうの城』(小学館二〇〇七年)を読んだ。『天地人』三回目を見た。
一月十九日  月曜日　九二九六
　長岡に関する地域の催しものの係をやっている夢を見た。「どうして東京の方がやってらっしゃるんですか」と尋ねられ、「先祖が父方も母方も長岡なのです」と答えている、かなりはっきりした夢。

昼はフレッシュネス。

一月二十日 火曜日　九二九七
　川を主題にした小説を書くため川に沿って歩く夢。そして演奏会直前に靴が無くて困る夢を見た。

昼はなかむら。

＊＊の九歳誕生日。＊＊がケーキを持って来てくれたので誕生日パーティーをやって＊＊誕生のDVDを見た。

一月二十一日  水曜日　九二九八
　雨香り身にしむ寒さ夜の駅

昼はミーティング後寿司。ファイナンスの新年会？が駒込の神幸であった。

一月二十二日  木曜日　九二九九
　『特命係長只野仁』第三十四話。相変わらずDVD化を進める。ベータのダビングもいよいよ大詰めだ。津本陽『独眼竜政宗』上(文芸春秋一九九六年)。

一月二十三日  金曜日　九三〇〇
　昼はプーサン。かなり久しぶりだ。
　＊＊フィル。今週は出られた。
　＊＊発熱。

一月二十四日  土曜日　九三〇一
　今日は腹痛。星亮一『会津将軍山川浩』
　＊＊＊公園、イトーヨーカ堂でフードコート。

一月二十五日  日曜日　九三〇二
　＊＊は熱。＊＊＊をそれぞれの自転車に乗らせて相生橋や佃島周辺を遊びながら散策。ドトールにも寄った。
　『天地人』に『名曲探偵アマデウス』はマーラー第五番。

一月二十六日  月曜日　九三〇三
　古い工場で働く夢を見た。

昼はmd、nsさんと串揚げ屋。帰宅後また家族全員でチャップリンのキッドを見た。
一月二十七日  火曜日　九三〇四
　朝渋谷で胃カメラ。

　帰宅後、寝てしまった。バイオリンの練習などもした。

　ペッパーランチ。那須正幹『ズッコケ中年三人組Age43』（ポプラ社二〇〇八年）読了。
一月二十八日　水曜日　九三〇五
　ミーティング後珍しくデニーズで昼食。
一月二十九日  木曜日　九三〇六
　『独眼竜政宗』下巻読了。森下で＊＊響。『只野仁』第三十五話。ピアノ練習。

一月三十日  金曜日　九三〇七
　燃えるように仕事した。

＊＊フィル弦練。チャイコフスキーの弓合わせ。
＊＊＊が一時熱が出たらしいが直ぐに治ったようだ。　

一月三十一日  土曜日　九三〇八
　雨のため＊＊の野球は無し。

　＊＊郵便局近くの耳鼻科に＊＊と＊を連れて行った。

　弥生美術館・竹久夢二美術館に行ってお化け階段を降りて帰って来た。階段の幅が拡張されていた。＊＊は室内楽の練習と飲み会。

二月一日  日曜日　九三〇九
　＊＊野球復帰。吾輩は行徳で＊＊＊＊＊＊。今日はよく晴れた日だった。
夕食は自宅とサイゼリア。『天地人』。『名曲探偵アマデウス』はバッハ無伴奏チェロ。
二月二日  月曜日　九三一〇
　朝電車の中で山川浩著『京都守護職始末』１（平凡社昭和四十年）読了。

昼は蕎麦屋。

二月三日  火曜日　九三一一
　昼はたぬき食堂。仕事は結構忙しい。

　
二月四日  水曜日　九三一二
　結婚式のズボンを選んでいる夢。

昼は会議後カフェテリア。
二月五日  木曜日　九三一三
　昼は大華飯店で四川麻婆豆腐。＊＊響でボロディンの交響曲第二番。
二月六日　金曜日　九三一四
　昼は二回続けて大華飯店で、今日はタンタンメン。
慌ただしく＊＊フィルに行き、練習後最後の弓合わせ。
二月七日  土曜日　九三一五
　＊＊は＊＊で義兄の会で帰る。

午前中は、子供達の自転車に付き合い＊＊＊公園とドトール。午後は＊＊野球荒川総合スポーツセンター横の球場にて観戦。

テレビで『七人の侍』を観た。
二月八日  日曜日　九三一六
　山川浩著『京都守護職始末』２（平凡社昭和四十年）読了。

　千石球場で＊＊の野球観戦。三塁審判を初めてやった。

イトーヨーカ堂で買い物。『天地人』、『名曲探偵アマデウス』はサンサーンス『動物の謝肉祭』。

　
二月九日  月曜日　九三一七
　朝、ミラを車検に出した。
　昼は蕎麦屋。

　夜、居酒屋に寄る。

二月十日　火曜日　九三一八
　昼はやきとり亭。

仕事の帰りに車を受け取って帰って来た。オイル類とバッテリー交換。ラジエーター冷却水漏れ修理。
二月十一日  水曜日　建国記念の日　九三一九
　＊＊は疲れもあり、野球を休んだ。午前中＊＊＊と公園。
　そこで、久しぶりに家族全員で城巡りをした。今日行ったのは、滝山城で三度目の正直だ。高月城に行った時は時間切れ、二度目も時間切れで、やっと今回見学できた。

　まず空堀の壮大さに圧倒された。千畳敷も広かったし、さすが北条氏照の居城である。

　夜はサイゼリア。

二月十二日  木曜日　九三二〇
　静岡。＊＊彰彦『逆風に生きるー山川家の兄弟』(角川書店平成十二年)、読了。
二月十三日 金曜日　九三二一
　昼は一馬。＊＊フィル。
二月十四日  土曜日　九三ニニ
　午前中＊＊＊＊保育園用の練習をして、シルク・ド・ソレイユに行った。場所は舞浜の専用の会場であるシアター東京である。隣のイクスピアリは二回目だ。サーカスは技術、演出、装置と三拍子揃って素晴らしかった。

夜はそれぞれバイオリンを担いで出張る。吾輩は久しぶりに川口へ。

帰宅後自散髪。

二月十五日  日曜日　九三二三
　午前中市川南公民館にて＊＊＊＊＊＊。

イトーヨーカ堂で『マンマミーア』と買い出し。スキーキャンプから帰って来た子供た達を迎えに行ったら、いきなりいつものにぎやかな保育園状態に戻った。

『天地人』。『名曲探偵アマデウス』は牧神の午後。昨日石田さんから教わったサイトからバート譜や総譜をダウンロードした。
二月十六日　月曜日　九三二四
　昼はなかむらで鮭ハラス。二十二時まで会社。花粉症が酷い。

二月十七日  火曜日　九三二五
　去年は二月十八日だったが今年も、＊＊＊＊保育園で、＊＊とバイオリンとピアノの演奏。曲は、ベートーベンのメヌエット、『崖の上のポニョ』、『隣のトトロ』、『赤いスイートピー』、『チャルダッシュ』、そして、保育園の歌。
　その後、お台場で＊が主役のハンスをやることになった劇『金のガチョウ』用の帽子を買った。シナボンを食べた。

　＊＊が三時に帰って来て、バッティングセンターで初めてバッティングをした。

　＊＊＊を迎えに行って、ダイハツに寄って書類などを取りに行った。
二月十八日  水曜日　九三二六
　昼はイタリア。そして韓国語の勉強会。志賀さんの奥様が亡くなって＊＊に霊厳寺に御通夜に行ってもらった。
　
二月十九日  木曜日　九三二七
　昼は大華飯店で四川麻婆定食。

　森下で＊＊響。今回最後の練習。
＊＊彰彦『脱藩大名の戊辰戦争、上総請西藩主林忠崇の生涯』（中央公論新社二〇〇〇年）　
二月二十日  金曜日　九三二八
　昼ハングル勉強会。そじ坊。
＊＊フィル。アンサンブル大会の組み合わせを協議する。
　
二月二十一日  土曜日　九三二九
　＊＊野球送り。イトーヨーカ堂買い出し。
＊＊響本番。杉並公会堂。指揮田久保裕一。
　ボロディン　歌劇『イーゴリ公』より、『韃靼人の踊り』

　ボロディン　交響曲第二番『勇者』

　ドヴォルザーク　交響曲第七番

　アンコールはスラブ舞曲。

　
二月二十二日  日曜日　九三三〇
　韓国ソウル出張。羽田発十二時五分アシアナ航空。モノレールで羽田に行った。第二ターミナルのラウンジに寄る。

　到着後、ドイツバーでビールを飲んで夕食は早速焼肉。
二月二十三日  月曜日　九三三一
　漢江を渡って南の事務所に到着。
　一日中会議。昼は韓国料理。夜は、更に南の伝統的な韓国料理を頂く。テレビはＮＨＫが入る。

　『おくりびと』がアカデミー賞を取った。

二月二十四日  火曜日　九三三二
　今日も基本的に会議。昼、韓国料理で辛い冷麺を食べた。夜は焼肉。
二月二十五日  水曜日　九三三三
　八時四十五分金浦空港発のアシアナ航空。京浜急行で会社に戻り、通常の仕事に戻る。＊＊が録画してくれた日曜日の『天地人』を観た。
　
二月二十六日  木曜日　九三三四
　昼久しぶりにまさひろ寿司。近くでコーヒーを買う。
　『特命係長』只野仁。
二月二十七日  金曜日　九三三五
　昼、雪が降ってきた。二階で食べる。＊＊フィル弦練。バイオリン飲み会。

二月二十八日  土曜日　九三三六
　＊＊＊公園で＊＊＊と野球。定例会。
　今日は練習試合で＊＊が打ちまくり、

「変な薬飲んだんじゃないか」

と言われたと言う。バッティングセンターの効果か。

夜は京橋『うすけぼー』で、＊＊＊のメロンの懇親会。
三月一日  日曜日　九三三七
　＊＊＊公園で＊＊＊と野球。イトーヨーカ堂。ファミール。『天地人』。
山本兼一『下天の城』文藝春秋社(平成十六年)読了。
＊＊は今日、対外試合で全打席打って出塁したと言う。
三月二日  月曜日　九三三八
　昼は上海料理。二年に渡る研修の案内。性格テストの結果を見る。
三月三日　火曜日　九三三九
　昼はた司ろ。夜雪が降って来た。今年二回目。
　半藤一利『幕末支』を読み始めた。
三月四日 水曜日　九三四〇
　昼は『銀杏』。

夜川口石田さん。

『その時歴史』は世界恐慌についてだった。
三月五日  木曜日　九三四一
　ニューヨークに居て巨大キノコ雲を前方に見る。その後すぐ背後のビル群が奥の方から倒壊し始めこちらに向かって来る。絶体絶命のところで目が覚めた。心臓がバクバクしていた。

朝早めに保育園に行ったら、＊＊＊は『冬ごもり』を書き始めた。

昼は串揚げ蕎麦屋。今日は良く晴れていた。

ワールドベースボールクラシックをやっていた。日本中国戦。

三月六日  金曜日　九三四二
　昼は弁当を買って食べた。今日は＊＊フィル無し。
　今日からマンションの鍵が新しくなった。
三月七日  土曜日　九三四三
　半藤一利『幕末史』（二〇〇八年新潮社）読了。

世田谷城と豪徳寺参拝。井伊家墓所に参る。

イトーヨーカ堂で夕飯を買う。ワールドベースボールクラシックは日本韓国戦。十四対二で意外にも大差であった。
三月八日  日曜日　九三四四
　＊＊の試合を見に千石球場まで＊＊＊は自転車、親は歩きで行った。歩数を計ったら、一万七千歩も歩いていた。

イトーヨーカ堂。

＊＊帰宅後もう一度イトーヨーカ堂。

『天地人』。『名曲探偵アマデウス』はティル・オイレンシュピーゲル。

　
三月九日  月曜日　九三四五
　旅の夢。

今日は一日中会議。夜はグループの会。
三月十日  火曜日　九三四六
東京大空襲六十四周年。
昼は初めて行った中華で揚げ焼きそば。
三月十一日  水曜日　九三四七
　春が来て卒園を待つ子供たち

子らはもう卒園式の歌歌い

残りの日楽しく過ごせ保育園

マスクして花粉撃退効果あり

昼は二階。『その時歴史が動いた』はテレビについて。
　
三月十二日　木曜日　九三四八
　昼はフェニックス。混んでいてだいぶ待たされた。川口でバイオリン。
　
三月十三日  金曜日　九三四九
　＊のホワイトデーの贈り物の手伝いをした。あと八回寝ると卒園式である。

昼はフレッシュネス。

＊＊フィルの前にビバルディの練習をした。
三月十四日  土曜日　九三五〇
　野球の当番だったが雨で待機していなければならなかった。

午前中は謝恩会の『手紙』の練習。デニーズで食べて帰宅。結局野球は中止との連絡が入った。そこでドラえもんのび太の新宇宙開拓使を観に行こうと言う話になり、バッティングセンターに行って時間を繋いでから映画を観た。ポポラマーマで夕食。

三月十五日  日曜日　九三五一
　午前中＊＊＊公園とイトーヨーカ堂。

午後市川で＊＊＊＊＊＊の練習。総武線のホームと練習場所が並行していて不思議な雰囲気である。

夕食はペッパーランチ。『天地人』は御館の乱。

また土屋賢二を持ち出す。

三月十六日  月曜日　九三五二
　家の建て直し期間中、高い柱の上に乗っている部屋で過ごすことになる。屋上に出ると強風が吹いてきて、ぐらんぐらんと揺れて落ちそうに思えた。恐慌の夢だった。

昼はカレー大沢。今日からは早目に帰宅出来そうだ。
三月十七日  火曜日　九三五三
こうして保育園送りをするのもあと三日である。

昼は弁当を買って外で食べた。

三月十八日  水曜日　九三五四
楽器、駒と魂柱を離すと柔らかくなる。音程の感覚がちょっと違う。

ビバルデイ、最初軽い方が良い。低音リズム感じる。ソラシラシラはテンポ注意。全体ビブラート。一定の音。速いところは、楽器を内側に持って来る。揺らさない。
三月十九日  木曜日　九三五五
　保育園最後の送り感無量

髪切って卒園式の備えする

弦練があって昨日駒の位置を変えたら大層調子が良かった。完璧を期そうと夜更に調整していたら魂柱が倒れた。明日は使えない。もう自分でやろうと思って道具を発注した。

三月二十日  金曜日　春分の日　九三五六
　朝＊＊を野球に送り、アンサンブル本番大会のために、＊＊＊を連れて九時四十五分に＊＊フィル練習場所に集合した。練習は、まず、ビバルデイをやって、マドリガルをやる。

朝雨が降っていたが昼になったら良い天気である。

昼は二時から開演。吾輩の出番は、マドリガルのピアノ伴奏とビバルディ『春』第一第二楽章のソロバイオリンである。

最後にアンダーソンのブルータンゴをやって終わり。
三月二十一日  土曜日　九三五七
　ついにやって来た卒園式謝恩会の日。バッハの生誕三百二十四年記念日でもある。

朝九時集合。十時から卒園式。先生の合唱が印象的だった。『さようなら僕らの保育園』。

その五時位まで謝恩会。『金のがちょう』子供版と先生版。アンジェラ・アキの『手紙』。この曲で吾輩はピアノ伴奏担当。子供たちのアーチを先生たちがくぐっておしまい。

二次会は和民で六時半から。ちょっと飲みすぎた。

三月二十二日  日曜日　九三五八
　朝八時半新宿発のあずさで小淵沢に向かう。今日から三日間研修。ホテルはリゾナーレ小淵沢で、前に来たフィオーレ小淵沢の近くである。
　野外でも活動する。

三月二十三日  月曜日　九三五九
　研修二日目。今日の野外は、巨人の梯子登りを含む、かなり難易度の高いものだった。しかし、三段目まで協力して登ることが出来て、まあ良かった。
三月二十四日  火曜日　九三六〇
　三日目。今日は、壁登りをした。
　あずさで帰宅。

三月二十五日  水曜日　九三六一

　山本兼一『白鷹伝』(祥伝社文庫平成十九年)。

研修から戻った今日は会議尽くし。昼は海外天。

夜オートバックスでイーティーシーを取り付け、カードも発注した。旅行の予約もした。
三月二十六日  木曜日　九三六二
　昼はフレッシュネス。『セ・ラ・ヴィー』での＊＊のIiさんの送別会に参加させていただいた。
三月二十七日  金曜日　九三六三
　休暇を取って箱根に行く予定だったが＊が発熱して中止となった。

＊＊が＊＊だけを＊＊＊に連れて行く。

ヴィジュアル・オルガン・コンサートと、バイオリン修理に行った。

金櫻堂で＊＊＊を診てもらう。＊は元気になった（ように見えた）。
夜＊＊は＊＊フィル。吾輩は留守番。
三月二十八日  土曜日　九三六四
　＊＊は野球で、残りの四人は二度目のズーラシアに行った。夕食はサイゼリア。

三月二十九日  日曜日　九三六五
　今日も＊＊は野球で、吾輩は市川公民館で＊＊＊＊＊＊の練習。帰宅後、＊はやはり調子が悪く、＊＊と＊＊を連れてペッパーランチで夕食。
三月三十日  月曜日　九三六六
　昼はフレッシュネス。毎年恒例のお花見。
三月三十一日  火曜日　九三六七
　朝最後の子供達の送り。九年間の締め括り。夜は＊＊が最後の迎えとなろう。昼はたぬき食堂。早目に帰れた。＊＊は＊＊＊で暖かく送り出してもらったようだ。しかし寂しくて家で泣いていた。

吾輩はすぐ寝てしまった。
四月一日  水曜日　九三六八
　ついに今日から送りが必要なくなった。吾輩以外の四人は二泊の予定で＊＊に行く。吾輩も今日は＊＊に御厄介になった。昼は二階。
四月二日  木曜日　九三六九
　＊＊から出勤。昼は大華飯店で四川麻婆豆腐。夜は＊＊＊＊「天下一」でニラレバ定食。
四月三日  金曜日　九三七〇
　昼は大華飯店。＊＊フィル。
　明日から旅行だ。

　
四月四日  土曜日　九三七一
　七時半出発。今日は初めてＥＴＣを使った。
　海老名で朝食。裾野で高速を降りて、北条の城、山中城を見学。旧東海道沿いの城で、まず岱崎出丸から見学して、後から本城を見学した。今まで訪れた中で、最も城としての機能を充実させているように思った。まず、畝堀、障子堀が凄い。そして、堀切の規模や土橋も見事である。

　その後、元箱根、湖尻の方を経由して、裾野の宿、「勢力」に到る。

四月五日　日曜日　九三七二
　今日は、箱根小涌園ユネッサンで一日遊んだ。スパリゾート・ハワイアンズに似ている。ここも、昨日の山中城と一緒で大きく二つの部分に分かれていた。遊園地的、プール的な部分と、ワイン風呂、コーヒー風呂、緑茶風呂などの露天風呂部分である。更には、「森の湯」と呼ばれる普通の温泉部分もあった。
　暗くなるまでここで過ごし、十九時頃、帰途についた。

　御殿場から高速に乗り、二十二時ごろ家に着いた。

　『天地人』。

四月六日　月曜日　九三七三
　ランドセル桜満開二人行く

桜咲き希望満開子供達

入学式。＊＊＊は三組、＊は一組となった。午後は会社。
四月七日  火曜日　九三七四
　桜はなお満開。＊＊＊初めて登校班で出発。送りをしない楽さ！

昼は一馬。

四月八日　水曜日　九三七五
  昼は銀杏。

満月の雲間輝く春の夜

夜桜と提灯川面に映ゆる町
　
四月九日  木曜日　九三七六
　昼はおじや。

池袋方面にて飲み会。

四月十日  金曜日　九三七七
　カールフライターク

昼は、フレッシュネス。

一旦帰宅して、車で＊＊フィル。

　
四月十一日  土曜日　九三七八
　＊＊は野球。

公園を桜吹雪が埋め尽くす

＊＊＊で遊んでから自転車で木場公園にサイクリングに行った。昼も芝生の上で食べた。

夜、イトーヨーカ堂。
四月十二日  日曜日　九三七九
＊＊は野球千石球場で試合。ポジションがセカンドからサードに変わっていた。いいところで打って守って活躍し、本人も喜んでいた。

午後＊＊スポーツセンターで伊能忠敬地図展に行った。日本中歩いた気になる。

山本兼一『雷神の筒』(集英社二〇〇六年)

四月十三日  月曜日　九三八〇
　昼はさんさん。
四月十四日  火曜日　九三八一
　雨が降ってきたので昼は弁当を買って来て食べた。
　二〇〇〇年の『葵三代』の録画を観ながら『高野家の人々、大正昭和編』を書き進めた。

四月十五日  水曜日　九三八二
　昨夜は激しく雨が降っていたが、今朝は打って変わって天気が良い。

昼はフレッシュネス。あまりに天気が良いので散歩した。

山の手線に東武スペーシアが走っているのを目撃！川口石田さん。

四月十六日  木曜日　九三八三
　チャップリン生誕百二十年記念日だ。＊＊響で第九等。
四月十七日  金曜日　九三八四
　今日から新入社員が部署に派遣されてきた。昼は二階。

＊＊フィル。選曲会議。
四月十八日  土曜日　九三八五
　結婚十周年。朝皆でケーキを食べる。

朝＊＊公園で＊＊試合。

＊＊フィル定例会。

大学オケ飲み会。＊＊番町＊＊と＊＊邸。だいぶワインを飲んだが上質だったせいか家には辿り着いた。

四月十九日  日曜日　九三八六
　今日は＊が体験で野球に参加。＊＊は当番。

昨夜だいぶ飲んだワインが上質だったにも関わらず頭痛が酷い。眼の焦点も定まらない気がした。こんな状態でバイオリンが弾けるのか心配だったが＊＊＊＊＊＊(市川)に行った。来週本番だ。

帰宅後頭痛を癒す。

『名曲探偵アマデウス』の曜日時間帯が変わってしまったようだ。

『城巡りの効用』脱稿。

四月二十日  月曜日　九三八七
　昼はフレッシュネス。
　旅行の予約。
四月二十一日  火曜日　九三八八
　研修一日目。場所は東中野のクロスウェーブ。経営のシミュレーションをゲーム風に行う二日間だ。

四月二十二日  水曜日　九三八九

　研修二日目。

研修後、心理学について考察。精神分析、行動心理学、人間性心理学、トランスバーソナル心理学。
四月二十三日  木曜日　九三九〇
　シンガポールからお客さん。昼はイタリア。＊＊響第九。
四月二十四日  金曜日　九三九一
　＊＊フィル。選曲投票。『エグモント』に決まり。
四月二十五日  土曜日　九三九二
　雨のため、＊＊の野球も中止で、国立科学博物館に『大恐竜展』を見に行った。イトーヨーカ堂。城の古写真集を東京駅で買った。
四月二十六日　日曜日　九三九三
　＊＊野球。

　今日は、＊＊＊＊＊＊の本番で、まず神田教会にオルガン運びの手伝いに行った。それから＊＊＊を連れて＊＊公園に行ったが、試合は午後に延期になったとのこと、少し遊んで帰って来た。

　＊＊＊＊＊＊はいつものように神田教会で行われた。

　花井哲郎指揮

カンタータ第九二番

カンタータ第八六番

カンタータ第一一三番

吾輩は第一バイオリンだった。打ち上げには出ないで帰って来た。

＊＊は午後の試合で二塁打をかっ飛ばすなど大活躍だったらしい。

四月二十七日  月曜日　九三九四
　昼はフレッシュネス。良い天気だ。

夜、子供達と百人一首をやる。
四月二十八日  火曜日　九三九五
　昼は大華飯店。
夕方煎餅をかじったら、歯が欠けた。すぐに金曜日に歯医者の予約をする。
四月二十九日  水曜日　昭和の日　九三九六
　扇橋のバッティングセンターに行った。残念ながら七月五日で閉まるのだそうだ。
四月三十日  木曜日　九三九七
　昼はまた四川麻婆豆腐。

高橋克彦『火怨　北の耀星アテルイ（上）』(講談社二〇〇二年)
赤札堂で買い物して帰る。

五月一日  金曜日　九三九八
　朝、昨日は＊＊響の練習だったことに気付き悔やんだ。

昼は「おかか」。

＊＊フィル弦練は仕事で出られず。
五月二日  土曜日　九三九九
　＊＊、野球。午後から＊も体験だ。
　＊＊フィル。

　練習後、三時間ほど眠って出発に備える。明日から恒例の連休旅行、今年も三泊だ。

　
五月三日  日曜日  憲法記念日  九四〇〇
　結局日が変わって零時十五分頃、＊＊＊を出発した。
　三時代に静岡、四時、五時代に浜松辺りだった。豊田から伊勢湾岸道路に入って桶狭間を通り、七時頃湾岸長島のパーキングエリアで朝食を食べた。

一般道路で揖斐川を渡り桑名の街を見学しつつ桑名城の周りを回った。本多忠勝の銅像があった。今回の一つ目の城見学である。

それから、鈴鹿越えをしようと二つの道を試みたが、崩落のため通行止めであった。そこで再び四日市から高速に乗り甲賀で国道一号線に降りた。そして安土城を目指した。

安土城到着は予定より遅れて正午。安土城をじっくり見学した後、信長の館も見学した。観音寺城も全景を眺める。

近くに五箇荘があるので訪れた。塚本と川並の町。塚本地区で公開していた二軒を見学し、川並地区で塚本家の聚心庵、八年庵にも行ってみた。

全ての見学後、関ヶ原方面を目指し、途中の安食で寿司を食べ、垂井の「いのしし亭」桐山荘に泊まった。子ども達が喜ぶ二段ベットだった。
五月四日  月曜日  みどりの日  九四〇一
　昨日来た道を戻って彦根城へ。本丸で有名な彦にゃんも見た。西の丸三重櫓の中に入ってみたが面白かった。その後姉川古戦場、小谷城と進んだ。小谷城は熊が出るということで子供達は恐れていた。親だけ、交替で本丸などまで行き、子供達は金吾丸には行った。

その後長駆して岐阜樽見の「淡墨の宿根尾住吉屋」に泊まった。宇野千代が常宿にしていた旅館である。綺麗で広く、安い。
五月五日  火曜日  子供の日  九四〇二
　宿を出て淡墨桜(葉桜)を見学した。吊り橋も渡る。

山を降りて道の駅、「織部の里本巣」で土産を買い、墨俣城見学。資料館と称す模擬天守閣がある。

大垣城を経て関ヶ原に到着した。まずは笹尾山の石田三成の陣。続いて、ウォーランドを訪問した。無数の武将人形が広場を覆い尽くしている。また、館長の西村さんの話が面白かった。

「梺」で食事している頃、雨が降ってきたが、この後は、車からあまり出ない。丁度良かった。　

それから、案内板に従い、決戦の地、島津義弘の陣、開戦の地、小西行長の陣、宇喜多秀家の陣、家康の最後の陣、田中吉政の陣、京極高知、藤堂高虎の陣、福島正則の陣、西首塚を見学して、関ヶ原見学を終えた。高速で東に向かう。

三泊目は豊川チサンイン。ここは一年半程前に一度泊まったところである。

五月六日　水曜日　九四〇三　雨
　チサンインを出発して近くの牛久保の町を見る。城とおぼしき高台を見つけ牛久保城だと仮定したが、後からそれは単なる寺で、城跡は、もうちょっと先の牛久保駅前であることが、後で地図を良く見て知った。惜しくもかすったのだった。
　今日は、後は帰るだけ。小笠パーキングエリアで休憩。昼食は、足柄で昼食を食べた。結局五時頃に＊＊＊に帰って来た。
五月七日  木曜日　九四〇四
　久しぶりに会社。昼はフレツシュネス・バーガー。
五月八日  金曜日　九四〇五　雨
　昼は「た司ろ」。

　＊＊フィル。エキストラの方も一名来ていた。

　随筆、『自散髪』をホームページ上に公開。

五月九日  土曜日　九四〇六
　＊＊は野球。＊＊＊は眼科に行って視力を測る。遠視気味のようだ。
　残りの家族で野球をしていて、＊＊＊の鼻に当たってしまった。鼻血が出て痛がるので、骨でも折れていたら大変だと思い、森下の篠宮クリニックに行った。骨は折れていないようだった。

　夜、新小岩グリーンパレスで＊＊響と江戸川第九を歌う会の第九と天地創造抜粋の練習。

　万豚記で黒胡麻ラーメン。
五月十日  日曜日　九四〇七
　午前中＊＊公園で＊＊の野球の試合を観戦した。父も観に来ていた。＊＊はレフトでファインプレーを三回程していた。
　午後、＊＊家と昼食会をデニーズでした。

　『天地人』は本能寺の変。

五月十一日  月曜日　九四〇八
　昼は「たぬき食堂」。夜八時まで仕事。
　拙著、『天下統一の旅』をホームページに添付した。
　夜、歯が欠けていることに気が付いた。まただ。
五月十二日  火曜日　九四〇九
　昼は七人でフェニックス。
五月十三日  水曜日　九四一〇
　会社が終わった後、歯医者。
五月十四日  木曜日　九四一一
昼は「ハベリ」。夜練習。山崎人功『影絵』(郷土出版社昭和六十二年)読了。
五月十五日　金曜日　九四一二
　昼はフレッシュネス。
　夜は家族でサイゼリア。諸富祥彦『自己成長の心理学　人間性／トランスパーソナル心理学入門』（コスモス・ライブラリー二〇〇九年）
五月十六日  土曜日　九四一三
　雨が降ったら＊＊ばあばとトイザラスに行く予定だったが、雨にはならなかった。

＊＊野球。＊＊＊公園で＊＊＊と遊び、イトーヨーカ堂に買出しに行った。それから＊＊を迎えに行き、一旦帰宅してから、バーミヤンで夕食。
五月十七日 日曜日　九四一四
　江戸川総合文化センターで＊＊響と江戸川区第九を歌う会と、鶴岡市合唱団の合同演奏会に参加。曲目は、ハイドンの『天地創造』より抜粋と、ベートーベンの第九交響曲。吾輩はビオラにて参加だ。
　帰宅後、家族全員疲れていた。

　『天地人』。
　『マネー資本主義』と『危険学』の番組を見た（ともにＮＨＫ）。

五月十八日  月曜日　九四一五
　眼が腫れているので、眼科に行った。

昼は「カレー大沢」。帰りに土屋賢二『ツチヤの口車』（文芸春秋社二〇〇八年）を購入。
五月十九日  火曜日　九四一六
　年始の計画というものは、三日で忘れるが、一年経つと実現しているものだ。これは私の言葉だが、誰かも言っていたな。
五月二十日  水曜日　九四一七
　昼は「大華飯店」。
日本人の無宗教という宗教と、トランスパーソナル心理学と、高野教の類似点について考察。

五月二十一日  木曜日　九四一八
　昼は「おかか」。
『シリーズ藩物語　長岡藩』(現代書館二〇〇四年)読了。拙著『不景気を吹き飛ばせ』をホームページ上に公開。『高野家の人々江戸明治編』に追記を追加。

五月二十二日  金曜日　九四一九
　昼は「なかむら」。＊＊フィル。
五月二十三日　土曜日　九四二〇
　雨が降る予報だったが降らなかった。＊＊は野球。＊＊＊を連れて、ドトール、臨海公園、＊＊公園。夕食はペッパーランチ。

　
五月二十四日  日曜日　九四二一
　雨だが午前中＊＊の野球があり、その後解散になった。しかし、五時から夢の島球場で開会式が予定されていてやるのかどうかいつになっても決まらない。
　そこで、子供の日のばあばからのプレゼントのために、御台場のトイザラスに行った。＊＊は木のバット、＊＊＊はお散歩ワンちゃん、＊はグローブを買った。

　その後、やはり開会式をやることになったので＊＊＊＊に連れて行き、夢の島に向かい、開会式を見た。この時だけ何故か晴れ間まで出る天気の急変ぶりだった。

　六時半頃＊＊で解散。

　イトーヨーカ堂で買い物。ミラのスピードメーターの電照の右半分が暗くなっていた。
五月二十五日  月曜日　九四二二
　昼はまた「なかむら」。丹羽基二『姓氏の語源』（角川書店昭和五十六年）読。

五月二十六日  火曜日　九四二三
　昼は「一馬」。夜子供達も早めに寝る。
五月二十七日　水曜日　九四二四
　昼は成り行き上、また「なかむら」。
　早めに帰宅して、コンピューターのバックアップを二年ぶりにした。三枚のＤＶＤに分けた。

また最近は、自分のホームページの表紙を色々いじっている。『ようこそ！高野獨源のホームページへ！』のコーナーを設けたりした。
五月二十八日  木曜日　九四二五　雨
　昼は「大華飯店」。

土屋賢二・森博嗣『人間は考えるエフになる』（講談社文庫二〇〇七年）読了。土屋賢二『ツチヤ学部長の弁明』（講談社文庫二〇〇六年）読書開始。
自散髪をした。
五月二十九日  金曜日　九四二六
　昼は「たぬき食堂」。

帰宅後、夜遅くまでホームページの表紙の構成の整理をテキストファイルでやっていた。
五月三十日  土曜日　九四二七　雨
　＊＊野球。親当番。給油。燃費二十三キロ。滋賀岐阜旅行が効率良かったようだ。

　＊＊フィル。定例会は欠席。サイゼリア。
五月三十一日  日曜日　九四二八
　午前中舞浜小学校で舞浜フェニックスと試合。バーミヤンで食事。

午後は雨が降ってきた。

＊＊図書館。夜イトーヨーカ堂。夜子供達に全員ピアノを練習させる。

六月一日　月曜日　九四二九
　昼は蕎麦。
飲み会。『余命一ヶ月の花嫁』

六月二日  火曜日　九四三〇
　退職する三名のための絵を描いた。

六月三日  水曜日　九四三一
　昼は二日続けてスパゲッティ。ホームページに城の写真多数添付。

六月四日　木曜日　九四三二
　昼はカレー「シャンティー」。

＊＊に今日から日記を書くように言った。

　陳舜臣『諸葛孔明』（中公文庫　一九九三年）読了。
六月五日  金曜日　九四三三
　昼は「たぬき食堂」。
　＊＊フィル。

　テレビでエウローパ・ガランテのビバルディの『四季』の演奏を聴いたが、斬新で面白かった。バイオリンやビオラの弾き方も斬新だったが、リュートの使い方も、不思議だった。中世のような印象の中、とても新しい演奏にも感じた。
六月六日　土曜日　九四三四　雨
　岩井海岸「ぬまた」で合宿。＊＊は野球のため、今日は＊＊にお泊りだ。
　午後分奏。

　夜飲み会。

　

六月七日  日曜日　九四三五　晴れ
　合宿二日目。
　＊＊野球試合で大活躍だったらしい。レフトでファインプレーし、＊＊＊バーの二塁打も打ったという。
　ペッパーランチ。

六月八日　月曜日　九四三六
　昼は「なかむら」。
　奥田英朗『町長選挙』（文春文庫二〇〇九年）

    　
六月九日  火曜日　九四三七
　ひるは巣鴨のそば「武蔵野」。

江戸川乱歩『地獄の仮面』（ポプラ社　一九七〇年）

六月十日  水曜日　九四三八
　昼は上富士のファミリーレストラン。シンクロニシティー等について考察。
六月十一日  木曜日　九四三九
　昼は大華飯店。ひのまどか『ブラームス　人はみな草のごとく』（リブリオ出版一九八五年）読了。
六月十二日  金曜日　九四四〇
　夜、駒込でAi,Om,Mk氏三人の送別会があり、参加した。もつ鍋を食べた。バイオリンでチャルダッシュを弾いた。

六月十三日  土曜日　九四四一
　＊＊は野球。

＊＊フィル。
六月十四日  日曜日　九四四二
　市川公民館にて＊＊＊＊＊＊の練習。
　『天地人』は上洛。

　
六月十五日  月曜日　九四四三
　休暇を取った。

　子供達は、ピアノに公文式と忙しく過ごしている。

　夕食はサイゼリア。

　『高野家の人々　大正昭和編』東京大空襲の辺りを書き進める。

六月十六日　火曜日　九四四四
　【夢】目立たない怪物を静かに退治する夢。怪物とは病気と分析できるかと思った。

　昼は久しぶりにフレッシュネス。

　ひのまどか『バッハ　忘れられた巨人』（リブリオ出版一九八一年）読了。
六月十七日 水曜日　九四四五

　ビバルディを弾く夢。現実とかぶりすぎて分析出来ず。

昼は蕎麦屋。
　夜は、また送別会。場所は御徒町。先週に続いて店でバイオリンを弾いた。チャルダッシュに美しきロスマリンまで弾いてしまった。

　昨日の夢がある種、予知夢だったことが分かった。夢や共時性現象とは恐ろしいものだ。我ながら珍しく機転を利かして対処した。

六月十八日  木曜日　九四四六
　【夢】薄暗い地下の駐車場でミラのドアを柱にぶつける。温泉宿。

昼はたぬき食堂。
　夜、川口にてバイオリン。帰宅後レゾナンスチップを外したら、雑音が消えたようだ。

六月十九日  金曜日　九四四七
　『一馬』。
  ＊＊フィル。
六月二十日  土曜日　九四四八
　＊＊＊公園で遊ぶ。天気は良く、＊＊は＊＊公園で野球。
　夜は、父の日の前の日ということでじいじにプレゼントして、＊＊じいじ・ばあばと七人でデニーズに行った。

六月二十一日  日曜日　九四四九
　【夢】新幹線で出掛けるが席が無い。これが一つ目。

　演奏会に出るはずなのに服が揃っていない。特に上着が無い。ありあわせの物を探し始める。ここは外国で、城砦が丘の上にある。携帯電話のカメラで撮影する。それぞれの人が書いたメモの入った箱を見かけ、読もうと思ったが時間が無かった。

今日は雨だったので、野球は中止。
　バッティングセンターに行った。ここは、七月五日で営業を停止してしまうのだそうである。

それから、代々木のデュオ改め、日本楽器に行って、ストラディバリなどを見、がダニーになどを試奏させてもらった。

それから、白河のバーミヤンに行って食べた。

イトーヨーカ堂買出し。

『天地人』。

六月二十二日  月曜日　九四五〇
　家系図を描く夢を見た。

昼は、雨が降りそうだったので、久しぶりにほか弁を買った。
六月二十三日  火曜日　九四五一
　夜、池袋でもつ鍋を食べた。
六月二十四日  水曜日　九四五二
　【夢】川に沿って進み、旅館に至る。多数の子供達も歩いている。
　明日から研修なので、事務所の席替えを前倒しで今日やった。

六月二十五日 木曜日　九四五三
　朝起きたら＊＊＊になっていた。すぐに飲食を停止した。痛いおなかを抱えて研修に府中に行く。しかし、昼を越すのも大変で、六時に一日目が終わって、帰宅した。一晩様子を見るつもりだ。

六月二十六日  金曜日　九四五四
　朝になって、やはり状況が改善していないことが分かった。病院行きを決意する。

　十時半ごろ＊＊＊＊＊＊＊＊着。＊＊＊＊＊に＊＊。
　午後二時半から四時半までかかって＊＊＊＊管を二メートル入れた。

六月二十七日  土曜日　九四五五
　去年よりも、症状は軽いような気がした。

寝ながら、斉藤茂太『「捨てる」「片付ける」で人生が楽になる』を読んだ。今回持って来ている本は、土屋賢二本に、哲学関係などだ。
六月二十八日  日曜日　九四五六
　【夢】中華料理か韓国料理の店で、餃子の皮を貰う夢を見た。砂の目が綺麗な山に登山し、綺麗な山荘に泊まる。
　朝、三日目にして管を抜いた。

　『天地人』。歴史で日英同盟についての番組も見た。

六月二十九日  月曜日　九四五七
　【夢】大学のようなところに通う。踏切を越えた野球場のような所で何かを置いてくる。

　今日から飲み物を飲んでもオーケーになった。

　佐藤和正『艦長たちの太平洋戦争』（光人社ＮＦ文庫一九九三年）
　公証人が主人公のミステリー番組を見た。

六月三十日  火曜日　九四五八
　【夢】オーケストラで体育館で演奏。子供がお客の半分位（子どもの教育の重要性と分析できるか？）。
　朝、点滴が血管から漏れて右手が肩近くまで腫れていた。

　五分粥から食事が始まった。

　点滴があって自分で出来ないので、洗髪をしてもらう。旦那さんが会津の出身と言うことで、また、先祖の話などする。

　斉藤茂太の本に影響されたか、急に財布とカバンを整理したくなってした。

　心理学的なことを一人でする。

好きな場所として試しに八幡平を思い浮かべてみた。家系調べがもっと進み、家系図の繋がりを求める自分が見えてきた。

また、左の頭痛は、部屋の片づけをしないといけないと考えている自分ではないかと考えた。

明日退院できる。　

　  

二〇〇九（平成二十一）年七月一日　水曜日　九四五九
　【夢】長野方面旅行。集団で旅行している。善光寺の御胴に＊が行きたがる。松本のお堀の上に「もう来てるよ」。（＊の突然の行動は突然発生する出来事と分析。「もう来てるよ」は演奏会などの日程がもうすぐだということと分析。）

朝、全て準備して、午前中に退院した。父が迎えに来てくれた。

家でお粥を食べたり鞄を少し修理して、午後、会社に行った。

　ベルグソンの純粋持続、ニーチェの反二世界、デリダの差延。

夜コンピュータ部屋を大掃除した。大量の物を廃棄したが、その中には八ミリビデオカメラやプリンターも含まれていた。この部屋が綺麗に整えられたのは五年ぶりくらいか？

上杉謙信の『宝在心』十六箇条は、今まで哲学的或いは宗教的だと思って来たが、実は心理学、特に人間性心理学と比較できるのではないかと思った。
七月二日　木曜日　九四六〇
　マリアのエリザベト訪問の祝日。

　今日は雨。朝、コンピュータ部屋に掃除機をかけて一九九七年購入のキャンビーを起動してみた。部分的にまだ使えそうだ。
　昼は弁当をゆっくり食べた。

　『宝在心』を色々と分析してみた。

　昨日夜更かししたので、今日は早めに寝た。
七月三日　金曜日　九四六一
　子供達とコンピューター部屋に入る。三人もいっぺんに部屋に入れるようになったのだ。
　朝＊＊に寄る。

　父が会社に保険証を借りに来た。

　＊＊フィル練習。

　
七月四日　土曜日　九四六二
　＊＊野球。

　＊＊フィル練習。ミラの右方向指示器の点滅速度が二倍くらいになった。おかしい。

　夕食サイゼリア。

七月五日　日曜日　九四六三
【夢】赤城元町、赤城神社。デパートの警備室のような所で、自分のカバンに見覚えのあるカバンを見つけるが中の薬の袋には、違う人の名前が書いてある。

　＊＊フィル本番。
　ティアラ＊＊大ホール。指揮、土田政昭。

　ボロディン『イーゴリ公』序曲

　グリーク『ペールギュント』第一組曲

　チャイコフスキー交響曲第四番

　アンコールとして、くるみ割り人形のワルツ

　今日は、初めて来てくれた人も居る。＊＊時代の三人だ。

　西大島で打ち上げ。

　＊＊の試合は残念ながら負けてしまったそうだ。

七月六日　月曜日　九四六四
　【夢】会社の図書館に入って書類を調べる。

　昼は東京厨房。
　＊＊ばあば用の電話を購入に秋葉原に行った。とても安く購入できた。

七月七日　火曜日　九四六五　七夕
　【夢】髪型が月代のようになっている。
　朝月島にミラを修理に出した。昼は四川麻婆豆腐。

橋場日月『真田幸村　戦国を生きた知将三代』（学習研究社二〇〇四年）を読む。
七月八日　水曜日　九四六六
　昼は二階。

ベルディのレクイエムの勉強をする。
七月九日  木曜日　九四六七
　昼はたまごや弁当。
　ミラを帰りがけに取りに行った。家族で食事した。勝鬨のデニーズ。

七月十日  金曜日　九四六八
　昼は久しぶりに「ふじ芳」。
　ベルディ『レクイエム』の第一回目の練習は、弦練で、吾輩が進行役をした。

七月十一日  土曜日　九四六九
　＊＊は野球。

　＊を眼科に連れて行き、ついに眼鏡を掛けることになった。真珠堂で注文する。

　昼はドトール。

小石川後楽園に行って散策。

夕食は＊＊＊＊バーミヤン。

七月十二日  日曜日　九四七〇
　＊＊は野球。お茶当番。何度か＊＊と往復して白線枠に駐車している間に、車の右後部分に当て逃げをされて傷をつけられた。
　＊と＊＊を＊＊北スポーツセンターのプールに連れて行った。

　夕食はペッパーランチ。

七月十三日  月曜日　九四七一
　【夢】レストランの予約をする夢。

　朝電車の中で、齊藤家の空襲の日のところを書いていた。だか、ちょうどその時、齊藤いつおばあちゃんが亡くなった時刻だったのだ。夕方、連絡が来た。先月十五日に百一歳となったところだった。肺炎で入院したと聞いて心配ではあったが、またいつものように退院できるのではないかと思うところもあったのだ。
　昼は「プーサン」。
七月十四日  火曜日　九四七二
　昼は「た司ろ」。

　トマス・キニーリー著、幾野宏訳『シンドラーズ・リスト』（新潮社平成元年）読了。
　小林計一郎編『真田昌幸のすべて』（新人物往来社一九九九年）読了。

七月十五日  水曜日　九四七三
　昼はそば。

　分析哲学について。

七月十六日  木曜日　九四七四
　昼は「カトマンドゥ」。

　おばあちゃんが亡くなってから三日が経つ。この期間に色々想うこともあった。ようやく式が今日、明日と始まる。午後六時から東十条駅前ホールで御通夜。家族全員で参加した。

七月十七日  金曜日　九四七五
　子供達は一学期最後の学校。

告別式に＊＊と出席する。町屋の焼き場に行く。戻って来て、食事。
＊＊フィルにも出席した。弦練で、主に『エグモント』をやった。
七月十八日  土曜日　九四七六
　気持ちを切り替えられないが、これから三日間は結婚式モードである。

　朝八時に名古屋に向けて、出発した。早く付いたらどこか見学しようと思っていたが、甘かった。港北、足柄、浜名湖等に寄る。名古屋市内も混雑していて、フラワーホテル・パートⅡに到着したのは五時だった。マリオットアソシアの三十四階のじいじばあばの部屋を訪問した。まさしく高級ホテルだ。

名古屋駅で、ひつまぶしを譲歩して、子供達の希望通りのラーメンを食べた。マリオットとは大分違うホテルに戻って来て二部屋に分かれて寝た。

『華麗なるスパイ』第一回を見た。深田恭子、長瀬智也など。
七月十九日  日曜日　九四七七
今日が＊＊さんの結婚式である。

ホテルでパンを食べ、駐車場に寄って靴などを取り、八時半頃マリオットアソシアに行った。三十四階の部屋で着替えと待機。星野家ももう来ていた。

十時半から『愛の挨拶』と『チャルダッシュ』のリハーサル。十一時から式、そして披露宴。

披露宴お開き後は、片付けて十五階（フロント階）でお茶をし、六時前に皆は新幹線で帰って行った。

高野家はもう一泊するのでフラワーに戻った。ひつまぶしを食べる予定だったが満腹でもう外に出るのはやめた。

『天地人』は小田原攻め。

七月二十日  月曜日　海の日　九四七八
フラワーホテルで朝食を食べてチェックアウトした。

午前中はまず名古屋城で過ごす。ここには初めて訪れた。午後犬山城に移動して、きしめんを食べ、城に登った。吾輩は訪問三回目、二回目の天守閣登城であるが他の四人にとっては訪問二回目、登城は初めてである。

かき氷を食べる。

帰りがけに小牧山に寄ってから高速に入った。

浜名湖、足柄、海老名とサービスエリアに寄りながら、帰宅したのは十二時近くとなった。
七月二十一日  火曜日　九四七九
　【夢】橋のこちらと向こうで学者の派が違う。 

　昼は海外天。

帰宅して＊＊の少数点の計算を見た。すぐ寝てしまった。

七月二十二日　水曜日　九四八〇　雨
　【夢】弦切れの夢。

　昼はアジア会館。

日食は雨で曇っていたため見られなかった。

帰宅して＊＊の勉強を見て、バイオリンのＥ弦替え等をやった。

ホームページの更新もした。

七月二十三日　木曜日　九四八一
　【夢】暗闇を逃げる民族。あと、もう一つの夢。

　昼はカレー･ハベリ。
　会社仲間の会お台場トランスフォーマー。

七月二十四日  金曜日　九四八二　曇時々雨
　【夢】合宿トイレ待ち。

　昼はMdさんNsさんとイタリアン。

　＊＊フィルには一旦帰宅してミラで行った。
　バイオリンのＥ弦の調節器を取ったら音が良くなった。

七月二十五日  土曜日　九四八三
　＊＊は野球、＊＊と＊＊＊は保育園で卒業対策委員のおしまいの会。
　チェンバロの上、下などを片付けた。＊＊家に系図のファックスを送ってみた（が、やはり郵送することになる。）。

　イトーヨーカ堂。

　＊＊フィル定例会。

　『華麗なるスパイ』（テレビ東京）二回目。

七月二十六日  日曜日　九四八四
　＊＊＊＊ピアノ教室発表会。

　一番目は＊で『誕生日のマーチ』。＊＊は二番目で『ダンス』ギロックの『ガラスの靴』。＊＊は後ろの方でブル九ミュラー『貴婦人の乗馬』。

　連弾もあり＊＊はママと『ドレミの歌』。＊＊と＊で『おもちゃのシンフォニー』。

　そして、ピアノと弦三部でパッヘルベルのカノンをやった。吾輩はセカンドバイオリン。最後には歌を歌っておしまいだ。ここにもバイオリン・ビオラととギターが加わった。

　発表会後、お台場潮風公園に行って、ガンダムなどを見た。

　夕食は帰宅してから。

　『天地人』は女たちの上洛。

　今年の演奏をまとめると以下のようになる。

　

二月十七日　＊＊＊＊保育園（ピアノ）

二月二十一日　＊＊響（ビオラ）

三月二十日　アンサンブル大会（バイオリン、ピアノ）

三月二十一日　＊＊＊保育園謝恩会（ピアノ）

四月二十六日　＊＊＊＊＊＊（ビオラ）
五月十七日　＊＊響江戸川第九を歌う会（ビオラ）
六月十二日　＊＊送別会（バイオリン）　

六月十七日　Hさん送別会（バイオリン）

七月五日　＊＊フィル（バイオリン）
七月二十六日　＊＊＊＊ピアノ発表会（バイオリン）

七月二十七日  月曜日　九四八五
　昼はたぬき食堂。

帰宅後、ウィルコムの設定を色々調整したりした。ジェラルド・グリーン著、＊＊保男訳『ホロコースト』（パシフィカ編集部プレジデント社発売、一九七八年）、福井雄三『「坂の上の雲」に隠された歴史の真実』（二〇〇七年主婦の友社）などて寝不足。
七月二十八日  火曜日　九四八六
　【夢】山で発泡スチロール製の飛行機を飛ばす。

　昼は玉子屋弁当。

六時半頃帰宅して家族でサイゼリアに行って食べた。系図を＊＊さんにメール便で送った。

バイオリン、ＤとＧのドミナント弦が経年しているので新しいものに変える。

『ホロコースト』を読みふけってしまい寝不足。
七月二十九日  水曜日　九四八七

　昼は蕎麦屋。

　次のような当て字を考えた。

余飯洗場捨庵抜歯

今煮流勘人

茶里居茶不淋

七時頃帰宅。

＊＊の机の片付け。

寝不足を解消しようと十時頃寝る。
七月三十日  木曜日　九四八八
　昼は「海外天」で麻婆豆腐。
　帰宅後バイオリンを色々実験していじる。弓を変えて弾いてみたり、肩当てをしないで弾いてみたり。弦のボールエンドと、ドのシャープが共鳴して震えるのが問題としてある。後日弦をオイドクサなどに交換して実験してみることにする。
　「高野二十八」というニックネームと四間梯子の旗指物を考え付く。

七月三十一日  金曜日　九四八九
　【夢】学食に昼食に誘われる夢を見た。

　＊＊フィル。肩当なしで練習に望む。特に問題は無く、むしろ弾きやすいくらいだった。
　『メイド刑事』（テレビ朝日）初視。

八月一日  土曜日　九四九〇
　【夢】研修に遅れる夢。

　＊＊野球。
　残りの四人で埼玉の森林公園に行ってサイクリングした。

　帰宅後、全員で盆踊り、ペッパーランチ。

　『華麗なるスパイ』第三回目は韓国ドラマ。

八月二日  日曜日　九四九一
　＊＊の野球の試合を観に千石球場へ。途中から雨が降ってきた。
　＊＊のデニーズで昼食。

　帰って昼寝してしまった。盆踊りには行った。おでんを食べる。
　『天地人』。

八月三日  月曜日　九四九二
　昼はなかむら。

十一時頃帰宅して早めに寝る。

八月四日  火曜日　九四九三
　＊＊＊は火事の夢を見たと言う。吾輩も何か重い夢を見た。

バイオリンを弾いてから出勤。

昼は玉子屋弁当。

午後十時近くまで会社。
どうやらデジタルビデオカメラは、ついに壊れたらしい。もう再生すら出来ない。

代わりにデジタルカメラの動画で自分のバイオリン演奏をチェックした。　

八月五日  水曜日　九四九四
　朝バイオリンを撮影練習。

昼はカレー炒飯。

ニーチェの超人と仏教の影響下での受け取め方について考える。
八月六日  木曜日　九四九五
今日も朝バイオリン練習。

会社後、東京ドームに駆けつけた。家族は午前中から来ているのだ。色々と子供用のお楽しみがあって、夕方六時から、巨人と楽天のイースタンリーグの試合を観戦するのだ。

吾輩は開始には三十分ほど遅れて球場に着いた。

夏目漱石の「即天去私」とニーチェの「超人」について考える。

八月七日  金曜日　九四九六
　ワイシャツを脱いで会社で仕事をする夢。
昼は蕎麦屋の瀧の家。
大雨の中をバイオリンを持って歩いた。
　結局＊＊フィルでは、倉庫に置いてあるバイオリンを使った。総会。

八月八日  土曜日　九四九七
　＊＊＊のお友達が来た。

　また、電気製品の整理をした。一九八五年購入のソニーのハイファイコンポ、一九九三年購入のＮＥＣ九八ノート、一九九七年購入のＮＥＣキャンビー、である。

　ビデオカメラは、まだ何とか再生ができる場合もあるようなので、様子を見ることにした。

　パソコン机はそのまま勉強机となった。

　車で東京湾花火を見に行ったが、渋滞していて家から見ていた方が良かった。

　イトーヨーカ堂で、メモリースティックプロデュオ四ギガを約三千円で購入した。これで、動画がたくさん撮影できることになった。

　『華麗なるスパイ』。

　失踪していた酒井法子が逮捕された。これはドラマの話ではなく現実だ。
八月九日  日曜日　九四九八
　日記帳開始二十六周年記念日。
　去年の今頃は長岡に行ったのだった。
　久しぶりに市川で＊＊＊＊＊＊。＊＊は千石球場で試合。

　『天地人』。

　書斎の整理を進める。ＣＤを作曲者順に並べた。

八月十日  月曜日　九四九九
　子供達は今日から「＊＊＊」のキャンプ。

　研修で柏たなか駅に行く。初めてつくばエキスプレスに乗った。
　クリアビューホテルというところであった。
八月十一日  火曜日　九五〇〇
　午前五時過ぎ静岡で地震発生。
　子供達はまだキャンプなので、＊＊と東天紅に行った。

　『海軍反省会四百時間』を今日も観た。
八月十二日　水曜日　九五〇一
　昼は会議後二階。
八月十三日  木曜日　九五〇二
　旅行の宿、船の予約などした。やはり、当初の予定通り、佐渡に行く事になった。車ごと渡海するのに三万円ほどかかる。
八月十四日　金曜日　九五〇三
　＊＊の合宿が始まり＊＊が当番で行くので、吾輩が会社を休んで＊＊＊と一緒にいる。＊＊と＊＊の夢の島球場への送りもやった。
　午前中は家の中を片付けたり、＊＊＊にバイオリンを教えたりした。

　夕食はサイゼリア。
八月十五日  土曜日　九五〇四
　塚本家の集まりがあった。じいじばあばと新婚の＊＊さん夫婦がまず当家に来て、軽くお茶をし、それから浅草西徳時に行ってお参り。それから星野家の新居にお邪魔をしてお昼をご馳走になった。

  夜、北スポーツセンターに行って泳いだ。＊＊＊＊バーミヤン。
　『華麗なるスパイ』。

八月十六日  日曜日　九五〇五
　イトーヨーカ堂。お祭りの屋台を見て歩き（二ノ宮かつぎは見ることができなかった）、＊＊を＊＊に迎えに行った。

夜、＊＊誕生日パーティーをする。

『天地人』。

参加しなかったが、今日は祖母の納骨が行われた日でもある。
八月十七日  月曜日　九五〇六
　【夢】ドイツ留学の夢。線路が冠水している所を通る。
　明日から旅行だ。帰宅してから準備して、地図など用意して寝る。
八月十八日　火曜日　九五〇七
　三時二十分出発。四時に関越に突入した。大和、越後川口に停車。六日町の霧の朝日が綺麗だった。長岡で降りる。

西新町二丁目の長福寺で高野栄軒らの墓に参る。家紋は丸に片喰。住職さんに系図を渡す。

摂田屋光福寺で草間さんと再び会う。お茶まで出してもらう。曲新町の光徳寺の墓も見て回る。その後越路橋を超えて中沢、西野、飯島を訪れた。

再び摂田屋を通過して悠久山の郷土資料館を見学した。

その後アイスクリームを食べて、新潟港に向かった。途中黒崎停車。新潟港から往復分三万五千円払っておけさ丸にミラごと乗り込む。二時間二十分のかもめかウミネコとの船旅。
佐渡について金沢屋（建物は百二十年以上前のものだそうだ）に泊。夕食はラーメン。どさん娘という名前だったが、どうせなら「さどん娘」にすれば良かったのに。
八月十九日  水曜日　九五〇八
二つ亀海水浴場に行った。ここは環境庁の「快水浴場百選」に選ばれているだけあって南洋諸島を思わせる景色と綺麗な水があった。昼過ぎまでここで過ごす。
その後、佐渡金山見学。セイブオン中興で買い物。
湖畔の宿吉田家泊。素晴らしい旅館だった。せービスも良く食事も美味しかった。部屋も最高。
八月二十日  木曜日　九五〇九
　トキの森公園でトキを見学。子供達は蝉とトンボ捕りに夢中だ。
本間家能舞台見学。セイブオン原黒でアイスクリーム。
また、おけさ丸に乗り込む。さよなら、佐渡が島。また来たい。
新潟西から高速に乗る。越後川口、駒寄停車。いつもの練馬のかっぱ寿司で夕食。
八月二十一日  金曜日　九五一〇
　昼は、瀧之家。

　＊＊フィル弦練。エグモントとベルディ・レクイエム。

八月二十二日　土曜日　九五一一
　自衛消防の集り、そして、＊＊フィル。＊＊＊＊＊は筑波へブルーベリー狩り。＊＊は野球。

　『華麗なるスパイ』。

　頭痛がする。
八月二十三日  日曜日　九五一二
　今日はどうも体調が良くない。

　バイオリンのＥ以外三本弦をオイドクサに変えた。

　午前中、＊＊の試合を夢の島に見に行って、イトーヨーカ堂。

　午後、＊＊に寄ってから、北スポーツセンターで泳いだ。バーミヤン。先週土曜日と同じような感じ。

　『天地人』は会津へ国替え。

　
八月二十四日  月曜日　九五一三
　【夢】コンサートマスターのお勤め中、上手い人に「弓が早すぎる」と非難される。
　帰宅後居間の掃除を子供達と進める。

　バイオリン練習。演奏の動画を取り、他人の演奏も研究する。

　高野という名字、やはり新潟県が一番密度が高いことを知る。

　    
八月二十五日　火曜日　九五一四
　今日から小学校。＊の自由研究『野球場』を学校まで持って行った。

七時帰宅。バイオリン練習。オイドクサの調子は良い。『高野家の人々　大正昭和編』第一稿を公表した。

＊＊が撮ってくれた昨日の高校野球決勝戦の録画を見た。日本文理の物凄い粘りと追い上げが新潟らしい。

　
八月二十六日  水曜日　九五一五
　バイオリン練習。最近寝不足だ。
八月二十七日　木曜日　九五一六
　中華定食で昼。

夜飲み会。『ハチ』。
八月二十八日　金曜日　九五一七
　玉子屋弁当。

　＊＊フィル。

　
八月二十九日  土曜日　九五一八
　＊＊野球。

　＊＊＊と、久しぶりに葛西臨海公園の水族館に行った。

　デニーズで夕食。

八月三十日  日曜日　九五一九
　＊＊野球新人選夢の島。

市川で＊＊＊＊＊＊。

投票に行く。

イトーヨーカ堂

選挙は民主党圧勝。

南原幹雄『謀将直江兼続』上巻読了。

『天地人』。

八月三十一日　月曜日　九五二〇
　玉子屋弁当。

台風。それほど大したことは無かった。

南原幹雄『謀将直江兼続』下巻読了。

九月一日　火曜日　九五二一
　昼はそば。

　またバイオリン演奏の動画を見て遅寝してしまった。

九月二日  水曜日　九五二二
　昼は会議後二階。

今日は零時には就寝した。
九月三日  木曜日　九五二三
　昼はたぬき食堂。

　二十三時まで仕事。

　
九月四日　金曜日　九五二四
　宮尾登美子『鬼龍院花子の生涯』（文春文庫一九八二年）読了。
　＊＊フィル。
九月五日  土曜日　九五二五
　＊＊の野球を猿江公園に見に行った。ティアラ＊＊ホールのすぐ横である。夕食は＊＊＊＊のバーミヤン。

九月六日  日曜日　九五二六
　【夢】船で出張に行く夢を見た。行き先は大阪だったと思う。

　今日は三商に試合を観に行った。奇跡の大逆転でサヨナラ勝ちをした。

　午後はお台場トイザラスで＊＊＊の誕生日プレゼント。＊＊はイヌ、＊は野球盤。

　イトーヨーカ堂。バイオリンでの『タイスの瞑想曲』演奏を動画で撮影してみた。

　『天地人』はもうすぐ関ヶ原の戦いだ。

九月七日  月曜日　九五二七
　空いた時間にせっせとバイオリンの練習をする。
九月八日  火曜日　九五二八
　朝サンサーンス白鳥を弾いて動画撮影。
九月九日　水曜日　九五二九
　朝ビバルディ春第一楽章を弾く。動画撮影。
九月十日  木曜日　九五三〇
　朝ビバルディ春第二楽章を弾く。

昼イタリアン。夜もバイオリンを弾く。

九月十一日  金曜日　九五三一
　宮尾登美子『天璋院篤姫』上、読了。

＊＊フィル。

＊＊＊、＊誕生日。ケーキを食べて野球盤、犬を開ける。

九月十二日  土曜日　九五三二
　木場にアトリエ見学に行った。

　『イトーヨーカ堂』で＊＊と『下天の城』を初日に見た。
　『華麗なるスパイ』。島に攻め込む。

九月十三日　日曜日　九五三三
　市川で＊＊＊＊＊＊。
　『天地人』は関ヶ原の戦い。
九月十四日  月曜日　九五三四
　宮尾登美子『天璋院篤姫』下(二〇〇七年講談社)、読了。
　会社で朝大会議があった。今日からオーストラリア人のお客さんが来ている。
九月十五日  火曜日　九五三五
　＊＊が進学塾に行き始めた。
九月十六日  水曜日　九五三六
　カントの認識論を再確認。吾輩の内的世界の分岐点だった一九八五年。
九月十七日　木曜日　九五三七
　大学時代の夢。三年から誰かが居なくなっている。留学でもしたのだろうかと思う。お湯に火をかけて忘れる夢。
　巣鴨『魚囲亭』でお客さんと宴席。

九月十八日　金曜日　九五三八
　＊＊フィル。
　動画を観た。

九月十九日　土曜日　九五三九
　＊＊＊視力検査。軽い遠視。
　＊＊フィル。

　＊＊野球の当番。吾輩以外は、子供達と神宮に巨人ヤクルト戦を見に行き、吾輩はバイオリンの練習などをする。

　『華麗なるスパイ』。
九月二十日  日曜日　九五四〇
　＊＊は野球。

後の四人は、品川水族館。
　
九月二十一日　敬老の日　月曜日　九五四一
　＊＊は野球。

八柱霊園に齊藤おばあちゃんのお墓参り。水戸街道は、とても混んでいた。母と待ち合わせして、五人でイタリアンを食べた。帰りの松戸街道はスイスイだった。
プラレールがまた家でブームになっている。

九月二十二日  火曜日　国民の休日　九五四二
　＊＊野球。

　今日は疲れて主に家に居た。＊だけが北スポーツセンターに行きたがったので、吾輩が付いて行って泳いだ。
　夕食は珍しく吾輩と＊＊と＊＊＊でデニーズ。
九月二十三日  水曜日　秋分の日　九五四三
　＊＊野球。
　家でベートーベン七重奏の練習を少しした。

　大江戸線で上野動物園に行った。

九月二十四日  木曜日　九五四四
　久しぶりの会社。
　ビバルディ『夏』の動画をアップロード。

九月二十五日　金曜日　九五四五
　今日は練習も無く、落ち着いた一日。
九月二十六日  土曜日　九五四六
　＊＊フィル。定例会付き。＊＊＊を＊＊に預かって貰っていた。

　＊＊とデニーズで夕食。ここは十月十三日で終わってしまうのだそうである。長年来ていたのに残念だ。

　『華麗なるスパイ』最終回。
九月二十七日　日曜日　九五四七
　＊＊＊＊＊＊。
　イトーヨーカ堂。

　『天地人』は関ヶ原後。

九月二十八日　月曜日　九五四八
昼はアジア会館。
デニーズで小学校の茶話会があったそうだ。　

帰宅後＊＊の分数や面積の計算を見る。
九月二十九日  火曜日　九五四九
　昼は『東華』。
　子供達にバイオリンを教える。

九月三十日  水曜日　九五五〇
　昼は二階。

　論理学と修辞学に興味。

　阿川弘之『山本五十六』上巻（昭和四十八年新潮社）

　＊＊＊、第九の『喜びの歌』で、バイオリンの練習をする。
　
十月一日  木曜日　九五五一
　都民の日で学校が休み。街が何となく静かである。
　昼は大華飯店。夜＊＊フィルと選曲会議。

十月二日  金曜日　九五五二
　帰ってきてバイオリン練習。最近は毎日だ。
十月三日  土曜日　九五五三　雨
　＊＊は野球。

　＊＊＊を＊＊＊公園に連れて行き、＊＊＊図書館にも行き、ドトールでお茶をした。

　夜、バッハの二重奏。

　デニーズで夕食。

十月四日  日曜日　九五五四
　去年の十月四日は、おばあちゃんのお見舞いに行ったのだった。

　今日は運動会が新型インフルエンザの影響で延期となった。

　朝、バッハの動画撮影。＊＊＊＊＊＊に出た。市川南口。

十月五日  月曜日　九五五五　雨
　昼は弁当。
　弓の持ち方の研究。

十月六日  火曜日　九五五六　雨
　昼は二階。

　弓の持ち方の研究。左手の形の研究。

　宮尾登美子『一絃の琴』（講談社文庫一九八二年）読了。

十月七日　水曜日　九五五七
　台風が近付いてきた。
十月八日  木曜日　九五五八
　台風上陸。朝は各列車が乱れていたが、吾輩は影響が無かった。
　午後は快晴。

十月九日  金曜日　九五五九
　夜ファイナンスの集まり四人。
　
十月十日　土曜日　九五六〇
　運動会で駐輪見廻り係。阿川弘之『山本五十六』読了。

十月十一日  日曜日　九五六一
　基本的に在宅。イトーヨーカ堂。

十月十二日  月曜日　九五六二
　体育の日。在宅。バイオリン、ピアノ伴奏など。

　　
十月十三日  火曜日　九五六三
　会社午後半休で免許更新に行った。夢の島公園。ペッパーランチ森下。
十月十四日  水曜日　九五六四
　昼は玉子屋弁当。帰り大雨でドトールに一時避難。

　
十月十五日　木曜日　九五六五
　昼は久しぶりにフレッシュネス。

＊＊フィル。プルトを考える。選曲前プロ投票。

夜、またツチヤ本を読んで大いに笑う。

十月十六日　金曜日　九五六六
　昼は日高屋。
　帰って来て合奏。

十月十七日  土曜日　九五六七
　＊＊は野球。

＊＊、＊＊＊と所沢航空公園に行った。行きがけに、いつもの練馬のかっぱ寿司に寄った。　

十月十八日　日曜日　九五六八
　駐車場の鍵などを紛失。夜、イトーヨーカ堂や市川までも捜索に行った。

　『天地人』。

十月十九日  月曜日　九五六九
　紛失したと思った鍵が出てきて良かった。ココ壱番カレー。

十月二十日  火曜日　九五七〇
　玉子屋弁当。夜神保町で送別会。
十月二十一日　水曜日　九五七一
　予算説明会。昼は弁当を買う。

十月二十二日　木曜日　九五七二
静岡で説明会。宮尾登美子『序の舞』（中央公論新社一九八五年）読了。読み応えがあった。
十月二十三日  金曜日　九五七三
　昼は「なかむら」。＊＊フィル。合唱合わせ。
十月二十四日  土曜日　九五七四
　再放送で『古畑任三郎』を最近やっていて、家族が録画してくれている。
夜定例会があるので、それまで夢の島で遊んだ。雨が降ってきた。イトーヨーカ堂に行く。

　定例会の頃には雨がかなり酷くなっていた。

  　
十月二十五日  日曜日　九五七五
　雨が収まってきて、午後から＊＊野球。＊＊しばしば当番へ。

　他の四人はドトール、＊＊モダン館（旧あすなろ作業所）見学。

　『天地人』。

十月二十六日  月曜日　九五七六
台風が近く雨が凄い。二階で食べた。本屋で半藤一利の『昭和史』など読んだ。

＊＊熱。
上野で会。　

十月二十七日　火曜日　九五七七
午後＊＊熱下がる。

昼は玉子屋弁当。素晴らしい天気で昼は本駒込一丁目辺りで、今まで歩いていない道を歩いた。
十月二十八日  水曜日　九五七八
　昼はイタリア。よる巣鴨「紅や」で会。
十月二十九日  木曜日　九五七九
　昼は「た司ろ」。

　五時半頃会社を出る。新潟弁の宮尾登美子『蔵』を読んでいる。
十月三十日　金曜日　九五八〇
　会社を出て、＊＊フィルへ。
十月三十一日  土曜日　九五八一
　子供達を学校へ送り出して、出発。

十一月一日  日曜日　九五八二
　一時半ごろ東京へ向かって出発。四時頃には＊＊に着いた。＊＊＊を連れて帰宅。＊＊を待つ。

　『天地人』。
十一月二日  月曜日　九五八三
　今日は平日だが、小学校が学校公開の振替で休みなので、会社を休んで七五三をすることにしていた。

　八幡様でお参り。

　第一ホテル『一徹』で鉄板焼きランチ。おいしかった。

十一月三日  火曜日　文化の日 九五八四
　＊＊＊ピアノ。

ドトール、第一ホテルに忘れ物を取りに行ってから、＊＊野球準決勝を辰巳に見に行く。ブレーブスに勝った。

宮尾登美子『蔵』(中公文庫一九九五年)読了。

　
十一月四日  水曜日　九五八五
　誕生日。四十歳。

昼は寿司。夜十時まで会社。

十一月五日  木曜日　九五八六
　昼、「ふじ芳」。
　ツチヤ本など読む。

　帰宅後ピアノ練習。

　
十一月六日  金曜日　九五八七
　昼は大華飯店。
　＊＊フィル。演奏会切符入手。

十一月七日  土曜日　九五八八
　＊＊は野球。＊＊は木工教室の役員。
　子供達と自転車でイトーヨーカ堂へ。自転車のブレーキを修理。

　夕食はイトーヨーカ堂の弁当。

　『上杉謙信「宝在心」の驚き』をホームページに掲載。

十一月八日  日曜日　九五八九
　＊＊＊＊＊＊本番。神田教会。花井哲郎指揮。

カンタータ第五九番

カンタータ第一二〇番

カンタータ第一六六番

カンタータ第一七一番　
　朝はオルガン運びに行った。今日は体調が良くなかったが何とかなった。
　『天地人』最後から三回目。

十一月九日　月曜日　九五九〇
　元上司の家に招かれると、そこは海岸の断崖の上の豪邸で、海に鯨が見えた。【夢】

　昼はそじ坊。

　
十一月十日  火曜日　九五九一
　相変わらず肩が痛い。四十肩かもしれないが、去年から痛いから、三十九肩かも知れない。
　昼は会議後玉子屋弁当。最近は本屋に行くことが多い。イチローの言葉や石田衣良など物色。

　レヴィ・ストロースやフーコーの構造主義について考察。両人とも、構造主義者とは呼ばないでくれと言うだろうが。また、ヴィトゲンシュタインなど。＊＊が地元の構造主義について言及。商業界の構造主義かも知れない。会社員の構造主義もあるかも知れないが、それは言わないでおこう。ヴィトゲンシュタインによれば、「語れないことについては沈黙するしかない」から。　

十一月十一日  水曜日　九五九二
　昼は玉子屋弁当。
　大ボス来日のため、夜は新宿『大河の舞』にて会食。

十一月十二日  木曜日　九五九三
　五百羅漢、いや、ジャック・ラカンの鏡像段階。

　昼は近くの大鳥神社の一の酉の屋台でラーメン、カレーパンなど。

　母の誕生日。

十一月十三日　金曜日　九五九四
　昼は海外天。
　オバマ大統領が来ている。

　＊＊フィル。

十一月十四日  土曜日　九五九五
午前中は、明後日の演奏の練習。

雨で＊＊は午前中で帰って来た。それで、五人で、戸山公園の箱根山に行った。日本橋浜町のジョナサンで食事。
髪の毛を長らく右で分けていたのを左に変えた。　

十一月十五日  日曜日　九五九六
　＊＊の試合を竹ノ塚まで見に行った。
　三つ目通りのバーミヤン。

　『天地人』ラスト・ツー。Ｎ響アワーは大河ドラマ特集とシューマンのライン。

　ホームページ更新。トッカータホ短調など追加。

十一月十六日  月曜日　九五九七
　＊＊＊＊保育園で演奏。ユニクロ、イトーヨーカ堂、もんなか整形外科。

深田久弥『日本百名山』(新潮文庫昭和五十三年)読了。
今年の演奏をまとめておこう。

二月十七日　＊＊＊＊保育園（ピアノ）

二月二十一日　＊＊響（ビオラ）

三月二十日　アンサンブル大会（バイオリン、ピアノ）

三月二十一日　＊＊＊保育園謝恩会（ピアノ）

四月二十六日　＊＊＊＊＊＊（バイオリン）

五月十七日　＊＊響江戸川第九を歌う会（ビオラ）

六月十二日　＊＊送別会（バイオリン）　

六月十七日　Hさん送別会（バイオリン）

七月五日　＊＊フィル（バイオリン）

七月二十六日　セシリアピアノ発表会（バイオリン）

　十一月八日　＊＊＊＊＊＊（バイオリン）

十一月十六日　＊＊＊＊保育園（ピアノ）

十一月十七日  火曜日　九五九八
　雨だったので、昼は二階。イチローの本等を購入。

　夜十時頃帰宅。散髪。

十一月十八日　水曜日　九五九九
　朝、バッハのシチリアーノを耳コピーで弾いてみた。

昼は名古屋コーチン。
十一月十九日  木曜日　九六〇〇
　朝、シチリアーノに再挑戦した。

外山滋比古『人に聞けない大人の言葉づかい』（中経文庫二〇〇八年）読了。

十一月二十日　金曜日　九六〇一
　次の月曜日から研修なので、慌しく仕事をする。
　＊＊フィル。タクシーで帰って来る。
十一月二十一日　土曜日　九六〇二
　＊＊は練習。

夜、＊＊フィル合唱合わせ。日中は＊＊＊と自転車に乗ったりなどして遊ぶ。

十一月二十二日  日曜日　九六〇三
　＊＊の決勝戦前にバーミヤン、ユニクロ。校庭解放は雨で中止。

決勝戦は寒い中、夢の島球場で行われた。イトーヨーカ堂。

『天地人』の最終会。
十一月二十三日  勤労感謝の日  月曜日　九六〇四
　勤労感謝の日だが会社の研修第一日目である。成田のラディソンホテルにて。野外と室内で交互に行うタイプである。
十一月二十四日  火曜日　九六〇五
　小学校の同級生の一家が隣に引っ越して来る夢。隣と言ってもなぜか＊＊だった。また元上司が日本橋に一軒家を建てている所に通り掛かった。(これも夢)
　研修二日目。午前一時位までやる。
十一月二十五日  水曜日　九六〇六
　成田から事務所に帰って仕事。二十三時ごろ帰宅。

十一月二十六日  木曜日　九六〇七

今日も五時半くらいまでは研修。その後通常の仕事。
　　　
十一月二十七日　金曜日　九六〇八
　今日は玉子屋弁当。
　宮尾登美子『陽暉楼』（一九九八年　文藝春秋文庫）読了。
＊＊フィル。テノールとバスと合せた。

十一月二十八日  土曜日　九六〇九
　＊＊は野球。

昼、＊＊フィルの練習。＊＊＊も連れて行った。
勝鬨デニーズで食事。

十一月二十九日  日曜日　九六一〇
　＊＊フィル本番でコンサートマスター。二〇〇〇年末からコンサートマスターであることを＊＊フィルの全演奏会で欠かしていない事になる。

第十四回ふるさと＊＊。

　ベートーベン『エグモント』序曲

　ベルディ『レクイエム』

　会社の人達もたくさん来てくださった。

　レセプションと神谷酒場での打ち上げ。

　『坂の上の雲』（ＮＨＫ）第一回。
　では、今年の演奏のまとめ。
二月十七日　＊＊＊＊保育園（ピアノ）

二月二十一日　＊＊響（ビオラ）

三月二十日　アンサンブル大会（バイオリン、ピアノ）

三月二十一日　＊＊＊保育園謝恩会（ピアノ）

四月二十六日　＊＊＊＊＊＊（バイオリン）

五月十七日　＊＊響江戸川第九を歌う会（ビオラ）

六月十二日　＊＊送別会（バイオリン）　

六月十七日　Hさん送別会（バイオリン）

七月五日　＊＊フィル（バイオリン）

七月二十六日　セシリアピアノ発表会（バイオリン）

　十一月八日　＊＊＊＊＊＊（バイオリン）

十一月十六日　＊＊＊＊保育園（ピアノ）

　十一月二十九日　＊＊フィル（バイオリン）

　以上十三回。

十一月三十日  月曜日　九六一一
　昼はNm氏とシャンティ・カレー。

　夜、赤坂で韓国料理。Sm氏、Sd氏、Hn氏。

十二月一日  火曜日　九六一二
　昼は天ぷらそば。
十二月二日  水曜日　九六一三
　昼はたぬき食堂。夜十時半まで会社。
十二月三日　木曜日　九六一四　雨
　今日も昼は玉子屋。

　十時四十五分まで会社。

松本清張『西郷札』(新潮文庫昭和四十年)読了。
十二月四日　金曜日　九六一五
　今日は良い天気だ。

＊＊＊は昨日肩の骨に異常は無いということだったが、逆に他の原因が気になる。

昼は大華飯店。

宮尾登美子『岩伍覚え書』（ 角川文庫平成十二年）を読んでいる。
＊＊フィルで中央アジアの草原にて、と、ラフマニノフピア理協奏曲の初見。　

十二月五日  土曜日　九六一六
　＊＊は野球を休み、五人で二度目の小涌園ユネッサンに行った。御殿場経由。寒かったが、楽しく過ごした。帰りに霧が出る。　

十二月六日  日曜日　九六一七
　＊＊＊＊＊＊反省会と練習。市川に行ったら、最初市川に行ったら、場所が違ったということで、行徳に移動した。
　『坂の上の雲』第二回。

十二月七日  月曜日　九六一八
　昼は満理園(二回目)。

指揮者の総譜から弓順を写す。

十二月八日  火曜日　九六一九
　昼はさんさん。

ちょっとバイオリン練習。

十二月九日  水曜日　九六二〇
　昼はたぬき食堂。

　会社の忘年会がシェラトン都ホテル地下二階で行われた。
　夏目漱石命日。

　夏目漱石の長男純一がバイオリニストで、次男伸六もチェロを弾いたという。長女の筆子は長岡人松岡譲と結婚し、その長女末利子も長岡の血を引く半藤一利とい結婚している。

十二月十日　木曜日　九六二一
昼は二階の「銀杏」。

＊＊フィルで、ショスタコービッチ第五番の初見。　

十二月十一日　金曜日　九六二二　雨
　弁当を買って食べた。先週、母が長岡に行ってきたそうだ。
十二月十二日  土曜日　九六二三
　小学校で餅つき大会。親も見に出掛けた。展覧会にもなっていた。
　子供達が三時、四時に帰って来てか＊＊＊ヨーカ堂に買い物に行き、若鯱家で夕ご飯も食べた。

　昔の写真を見る。

　吾輩はぐっすり寝てしまう。

十二月十三日　日曜日　九六二四
　ベートーベン七重奏の練習で、砂町文化センターに集った。子供達も連れて行った。その後、日本楽器に弓の張替えを頼みに行き、代々木公園で遊んだ。
　サイゼリア。

　『坂の上の雲』第三回。

十二月十四日　月曜日　九六二五
　会社は休暇。

＊＊＊の七五三で錦糸町写真館ピノキオに行った。ここは、＊＊が六歳＊＊＊が三歳の時にも利用している。
　＊＊＊の色々なカットを撮り、家族でも撮り、兄弟妹、母娘などで撮影した。＊＊＊のカットは洋装あり和装あり、琴の前でのカットありと多彩だ。費用も大変なものだ。

　喪中葉書を出す。

　
十二月十五日　火曜日　九六二六
　＊＊は人間ドック。

十二月十六日　水曜日　九六二七
ピアノでゴルトベルク変奏曲を弾いたりしている。
十二月十七日  木曜日　九六二八
　最近は、宮尾登美子を読みながら、合間に土屋賢二を読むといった状況だ。
　
十二月十八日　金曜日　九六二九

　一年以上継続していた＊＊＊＊を変えた。まあ、普通の方法になったとも言える。

＊＊フィル。『夏』のパート譜を渡す。
見学の方が＊＊二丁目だったのでお送りした。

　
十二月十九日  土曜日　九六三〇
　＊＊野球当番。

　＊＊＊を錦糸町に映画『ウルルの森の物語』を見に連れて行った。
十二月二十日　日曜日　九六三一
　志賀野さん宅でパーティー。お菓子の家を作る。

最後にバイオリンでクリスマスソングをひいた。
　＊＊も野球後合流。

十二月二十一日  月曜日　九六三二
　新しい＊＊＊＊に従い種を蒔く。
　
十二月二十二日  火曜日　九六三三
　昼は東華。

宮尾登美子『櫂』(新潮文庫平成八年)
十二月二十三日  水曜日　九六三四
　野球親子大会。吾輩は＊＊と同じポジションでセカンドを守る。
　終了後豚汁など。

　年末旅行の予約をした。三十日夜、山中湖。富士急ハイランドでスケートをする予定である。

十二月二十四日  木曜日　九六三五
　クリスマスで早めに帰宅してケーキを食べた。
十二月二十五日  金曜日　九六三六
　子供達サンタさんからプレゼント貰う。お菓子。

　母から、塩原おじさんが昨日亡くなったと連絡が入った。

昼は満理園。

＊＊フィル練習と忘年会。二月のアンサンブル大会の組み合わせが盛んに行われている。
十二月二十六日  土曜日　九六三七
　＊＊は野球が無い代わりに冬季講習。残りの四人は川崎大師にお参りに行った。来年吾輩は数え歳で本厄なのだ。

夜は四谷で忘年会。
　
十二月二十七日　日曜日　九六三八
　体調悪く＊＊＊＊＊＊を休む。

『坂の上の雲』第一部終了。

宮尾登美子『春燈』(新潮文庫平成三年)読了。
十二月二十八日  月曜日　九六三九
昼はそば。

会社を四時半に出て、中山の隣の駅の十日市場にて通夜。
十二月二十九日  火曜日　九六四〇
＊＊氏からバイオリンを頂く。一九九四年に彼がそれを購入した時を知っている。

昼は一馬。
帰宅して、そのバイオリンを弾いてみ、そして、旅行の計画を立てる。

長福寺の＊＊氏から家系についてのメールを二十三日に頂いていたことを知った。返事を書く。
十二月三十日  水曜日　九六四一　晴
　今日明日と恒例の年末旅行。今回は甲府と富士急ハイランドである。
　六時半に東京発。談合坂で朝食。
　午前中は甲府城と武田神社を見学した。武田神社の資料館では、鎧や旗を見た。それから、昇仙峡へ行き、下の方から四キロほど歩いた。猫石、熊石など、色々と名前の付いた岩を見た。

　駐車場に戻って同じ道を車で辿り、上流の駐車場に車を停めた。

　二時頃だったが昼食として、橋本屋でほうとうを食べた。

　仙峨滝を見学する。
　甲府地域から富士五湖地域へ移動した頃、日が落ちた。山中湖の「東京都電機健康保険組合山中荘」が宿泊地である。何と五人素泊まりで壱萬弐千円だが、卓球も無料で出来て、良かった。お風呂も家族貸し切りで入ることもでき、食事は近くのコンビニで買えば済むことで、申し分が無かったのである。
十二月三十一日  木曜日　九六四二　晴
　朝九時に旅館を出、富士を見ながら忍野八海の辺りを走ってみて、富士吉田の富士急ハイランドに十時半頃入った。スケートを主にする積もりだ。スケートは何十年ぶりという印象だが、これでも、小学二年生から五年生まで品川プリンスクラブで習っていたのだ。
　リンクに出てみると、意外と忘れていないことが分かった。バックやクロスも一応出来ることを確認し、＊＊を引っ張ったりして滑った。

　晃は二回目だが、割とスースー滑っていた。＊と＊＊は初めてだが、特に＊は掴まるのも拒んで一人でそれなりに滑っていた。

　昼食を挟んで三時頃まで滑って、靴を返して、乗り物に移った。

　＊と二人でマッドマウスに乗ったり、五人で観覧車、ゴーカートなどに乗った。
　富士急ハイランドを出たのは五時半頃である。談合坂で夕食。帰宅は九時前だった。

紅白とジルベスター・コンサート（大友直人・木星）を観て年を越した。
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